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～ はじめに ～ 

 
「教職基礎体力を備え国際感覚に優れた教員の養成充実に向けた改革プロジェクト」は，

大規模教員養成系単科大学である北海道教育大学，愛知教育大学，東京学芸大学，大阪教育

大学の四大学が日本の教員養成の質保証と高度化を目指して「教員養成開発機構」を設置し，

教員養成における共通の課題を整理したうちの，「教育政策への迅速な対応」に関する取り

組みの一つである。 
OECD がグローバル化社会において強調する３つの「キー・コンピテンシ―」の一つで

ある「多様な社会グループにおける人間関係形成能力」を獲得するためには，外国語による

コミュニケーション力の習得が不可欠であり，とりわけ，次世代の学校教育を担う教員養成

系大学の学生は，国際的な発信力の基礎となる「実践的な英語力」が求められている。 
日本においては，学校教育の中で児童の国際的なコミュニケーション力の基礎を涵養す

るために，小学校英語が教育課程の中に取り入れられているところである。教員を目指す学

生は，従って，この面での教授能力を習得し，かつ，その能力を証明するためのエビデンス

を４技能の能力試験の結果，スコア等で明確に示す必要があると考えられる。 
グローバル化が一層進展していく国際環境の中で，社会や教育現場の多様な環境にモラ

ルを持ちつつ柔軟に対応できる資質を身に付けるうえで必要なコミュニケーション能力の

習得のための多面的な試みを，４大学が協力して取り組んだのがこのプロジェクトである。 
大阪教育大学においては，TOEFL-ITP の導入と義務化，４技能の能力証明に向けての

Progress テストの導入，また，外国語学習環境の整備のための外国語学習支援ルーム

（Global Learning Community）の設置とその活動，地域における英語教育活動支援の取

り組み等を通したプロジェクトの実質化が行われた。 
愛知教育大学においては，2012 年から行ってきた TOEIC の分析結果を踏まえた，成果

獲得のための新たな取り組み，新たに設置された英語サポートセンターによる外国語学習

支援の取り組みが行われた。東京学芸大学においては，４技能の効率的な習得のための英語

集中演習の導入と英語集中訓練プログラムによる英語力強化活動，また，英語指導力の育成

のための英語指導実践演習の活動が行われた。北海道教育大学においては，TOEIC 受験に

よる学生の英語能力証明への取り組み，小学校英語に係る地域貢献の取り組みが行われた。 
これらの取り組みを通じて，小学校英語の導入を始点とする教育課程における国際的な

コミュニケーション能力習得のための新たなモデルの構築と今後の学校教育の現場の先導

的な役割を果たすことを志すものである。 
 
 

平成 30 年 3 月吉日 
 

大阪教育大学 
教員養成開発連携センター長 
理事・副学長        岡本 幾子 
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教職基礎体力を備え国際感覚に優れた教員とは何か 

大阪教育大学 吉田 晴世 

 
文部科学省によると，義務教育の目的・理念として，「変革の時代であり，混迷の時代で

あり，国際競争の時代である。このような時代だからこそ，一人一人の国民の人格形成と国

家・社会の形成者の育成を担う義務教育の役割は重い。国は，その責務として，義務教育の

根幹（機会均等，水準確保，無償制）を保障し，国家・社会の存立基盤がいささかも揺らぐ

ことのないようにしなければならない」（新しい時代の義務教育を創造する（答申）平成 17
年 10 月 26 日中央教育審議会）とし，教育の国際化に対する姿勢を示している。 

そこでは，義務教育の構造改革として，この時期においてこそ，義務教育の構造改革が必

要であるとしている。義務教育システムについて： 
① 目標設定とその実現のための基盤整備を国の責任で行った上で， 
② 市区町村・学校の権限と責任を拡大する分権改革を進めるとともに， 
③ 教育の結果の検証を国の責任で行い，義務教育の質を保証する構造に改革すべきである， 
という確固とした理念が述べられている。 

さらに，グローバル化を目指す現代社会の大きな変動は，学校教育に対しても大きな期待

をよせている。そのためには，教員に対する信頼を確立し，「国際的にも教員の資質能力が

高いものとなるようにすること」が求められる。 
 

① 教職基礎体力を備えた教員とは 
教員に求められる資質能力とはどのようなものであろう（図１参照）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

いつの時代にも求められる資質能力 

●教育者としての使命感 

●人間の成長・発達についての深い理解 

●幼児・児童・生徒に対する教育的愛情 

●教科等に関する専門的知識 

●広く豊かな教養 

 

 

① 地球的視野に立って行動するための資質能力 

・地球，国家，人間等に関する適切な理解 

・豊かな人間性 

・国際社会で必要とされる基本的な資質能力 

② 変化の時代を生きる社会人に求められる資質能力 

・課題探求能力に関するもの 

・人間関係に関わる資質能力 

・社会の変化に適応するための知識及び技能 

③ 教員の職務から必然的に求められる資質能力 

・幼児・児童・生徒や教育の在り方についての適切な

理解 

・教職に対する愛着，誇り，一体感 

・教科指導，生徒指導のための知識，技能及び態度 

今後特に求められる資質能力 

これらに基づく実践的指導力  

○ 教師の仕事に対する強い情熱 

教師の仕事に対する使命感や誇り，子どもに対する愛情や責任感など 

○ 教育の専門家としての確かな力量 

子ども理解力，児童・生徒指導力，集団指導の力，学級づくりの力など 

○ 総合的な人間力 

豊かな人間性や社会性，常識と教養，礼儀作法をはじめ対人間関係能力など 

図１．教員に求められる資質能力（文部科学省初等中等教育局教職員課「魅力ある教員を求めて」より抜粋） 
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１）いつの時代にも求められる資質能力：教育者としての使命感，人間の成長・発達につ

いての理解，子供たちに対する教育的愛情，教科等に関する専門的知識，広く豊かな

教養，これらを基盤とした実践的指導力等があげられる。 
２）今後特に求められる資質能力：地球，国家，人間等に関する適切な理解，豊かな人間

性，国際社会で必要とされる基本的資質能力等の「地球的視野」に立って行動するた

めの資質能力，さらに，課題探求能力等に関わるもの，人間関係に関わるもの，社会

の変化に適応するための知識及び技術等の「変化の時代」を生きる社会人に求められ

る資質能力，そして，子供たちの教育の在り方に関する適切な理解，教職に対する愛

着，誇り，一体感，教科指導，生徒指導等のための知識，技能及び態度等を含めた職

務から必然的に求められる資質能力があげられる。 
画一的な教員像を求めることは避け，生涯にわたり資質能力の向上を図るという前提に

立って，全教員に共通に求められる基礎的・基本的な資質能力を確保するとともに，積極的

に 各人の得意分野づくりや個性の伸長を図ることが大切であろう。 
これらを集約すると，以下の 3 つの要素があげられる。 
・教職に対する強い情熱：教師の仕事に対する使命感や誇り，子どもに対する愛情や責任

感など。 
・教育の専門家としての確かな力量：子ども理解力，児童・生徒指導力，集団指導の力，

学級づくりの力，学習指導・授業づくりの力，教材解釈の力など。 
・総合的な人間力：豊かな人間性や社会性，常識と教養，礼儀作法をはじめ対人関関係能

力，コミュニケーション能力などの人格的資質，教職員全体と同僚として協力していく

こと。 
事例については，地域および校種に応じて多少の違いはあるが，これからの社会の進展や，

学校教育に対する期待等を考慮した場合，文部科学省が示した基本的な考え方は，今後とも

尊重していくことが適当であろう。一刻一刻と変化していく時代だからこそ，変化に柔軟に

対応できる教育活動を行っていく上で，上述の資質能力を確実に身に付けることの重要性

が喫緊の課題であると捉える。 
また，教職は，日々変化する子どもの教育に携わり，子どもの可能性を開く創造的な職業

であり，このため，教員には，常に研究と修養に努め，専門性の向上を図ることが求められ

ている。教員を取り巻く社会状況が急速に変化し，学校教育が抱える課題も複雑・多様化す

る現在，教員には，不断に最新の専門的知識や指導技術等を身に付けていくことが重要とな

っており，「学びの精神」がこれまで以上に強く求められている。 
 
② 国際感覚に優れた教員とは 

文部科学省によると，「グローバル化」において，情報通信技術の進展，交通手段の発達

による移動の容易化，市場の国際的な開放等により，人，物資，情報の国際的移動が活性化

して，様々な分野で「国境」の意義があいまいになるとともに，各国が相互に依存し，他国

や国際社会の動向を無視できなくなっている現象ととらえることができるという状況を主

課題としており，特に「知」はもともと容易に国境を越えるものであることから，グローバ

ル化は教育と密接な関わりをもつとしている。さらに「国際化」はグローバル化に対応して

いく過程ととらえることができる。教育分野では，諸外国との教育交流，外国人材の受入れ，
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グローバル化に対応できる人材の養成などの形で，国際化が進展している。 
グローバル化の進展とともに，政策上の課題や社会問題に対する対応策は政府によるも

のよりも市場原理に任せた方がよいとする動きも広がった。これにより市場開放と自由貿

易が進展し，競争主義が浸透するとともに，小さな政府や地方分権が指向されるようになっ

た。我が国では，教育分野において，高等教育における評価に基づく競争主義的施策が導入

されたのに続き，初等中等教育分野においても評価の導入が進んできている。また，初等中

等教育の行政面において地方分権が進んだ。さらに高等教育においては，国立大学の法人化

や競争的資金の拡充といった変化をもたらした。 
知識基盤社会化やグローバル化は，アイディアなどの知識そのものや人材をめぐる国際

競争を加速させるとともに，製造業等の海外移転による国内雇用の変化をもたらしている。

また，異なる文化との共存や国際協力の必要性を増大させている。 
さらに，事前規制社会から事後チェック社会への転換が行われており，社会経済の各分野

での規制緩和や制度改革が進んでいる。これらを背景に進展している競争社会において，自

己の能力を発揮し社会に貢献するためには，基礎的・基本的な知識・技能の習得やそれらを

活用して課題を見いだし，解決するための思考力・判断力・表現力等が必要である。しかも，

知識・技能は，陳腐化しないよう常に更新する必要がある。生涯にわたって学ぶことが求め

られており，学校教育にはそのための重要な基盤づくりの役割も期待されている。 
同時に，「共存・協力」も必要である。国や社会の間を情報や人材が行き交い，相互に密

接・複雑に関連する中で，世界や我が国社会が持続可能な発展を遂げるためには，環境問題

や少子・高齢化といった課題に協力しながら積極的に対応することが求められる。このよう

な社会では，異文化を背景に持つ者や自然と共に生きることができる寛容な精神を涵養す

ることが求められる。 
また，グローバル化の中で，自分とは異なる文化や歴史に立脚する人々と共存していくた

めには，自らの国や地域の伝統や文化についての理解を深め，尊重する態度を身に付けるこ

とが重要になっている。 
社会のグローバル化の進展に伴い，今後求められる英語能力として，学校の英語教員には

TOEFL-iBT80 以上，教育再生実行本部成長戦略に資するグローバル人材育成部会提言で

は，高等学校段階において TOEFL-iBT45 以上と具体的指標が明示されている。 
グローバル人材とは「世界に通用する人間であると同時に，日本の良さも自覚した上で働

くことのできる人材」である。「グローバル人材」の概念を簡潔に整理すると，概ね，以下

のような要素となる。  
要素Ⅰ： 語学力・コミュニケーション能力  
要素Ⅱ： 主体性・積極性，チャレンジ精神，協調性・柔軟性，責任感・使命感  
要素Ⅲ： 異文化に対する理解と日本人としてのアイデンティティー  
このほか，幅広い教養と深い専門性，課題発見・解決能力，チームワークと（異質な者の

集団をまとめる）リーダーシップ，公共性・倫理観，メディア・リテラシー等があげられる。  
 

HATO プロジェクトは，社会変革に対応できる人材の育成を求める時代の要請に，連携

による英知の結集という形で応えるため，平成 25 年 3 月に発足した。現代の教育課題に対

して，各大学が先導的に進めてきた取り組みなどを 16 のプロジェクトにまとめ，連携・協
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力しながら推進している。具体的には以下の 2 点である。 
・HATO４大学が連携し，「新たな学びを支える教員の養成と，学び続ける教員像の確立」

という教員養成系大学共通の課題を解決へと導く。 
・全国の教員養成系大学・学部とネットワークを構築し，教員養成のさらなるレベルアッ

プを図る。 
本事業は，グローバル人材の育成の観点から，教職基礎体力の向上及び英語のコミュニケ

ーション能力向上を含む国際感覚の醸成のための教員養成システムの構築を目指している。

授業を通して実践力を磨き，深い思考力を身につける教育を行いつつ，海外留学などの機会

を提供することによって学生および附属学校教員が自身の進化に繋げていくことが必要で

ある。単に社会の要求に応えるだけではなく，十分な専門性と広い教養と実行力・行動力を

身につけられるように，より質の高いシステムを提供する。 
HATO プロジェクトの連携においては，国際感覚に優れた教員養成のため TOEFL・

TOEIC 等の外部テストの活用による学生の英語力評価の実施と，テスト結果に応じた個々

の語学力向上に向けたサポート体制の整備に取り組んでいる。例えば，正課授業でも外国人

講師の授業を充実させれば，聴く・話すを中心とした，使える英語のスキルアップを図るこ

とができる。また，インターネット環境があれば，いつでも自分の好きな時間に好きな場所

で英語を学ぶことができる e-learning 教材を導入して，学生の自律学習を支援することも

重要と考える。 
一方，大阪教育大学独自課題である教職基礎体力の向上としては，教育実習におけるパフ

ォーマンステストの開発とそのシステム化を通じて，教育実習の更なる向上及び実習シス

テムの改善による教職実践力の向上を目指す。 
教育現場は，教員，保護者，地域との協力によって教育活動が成り立っており，コミュニ

ケーション能力，他者との協働，地域社会の人々との交流が課題となっている。また，平成

24 年 6 月 4 日に発出されたグローバル人材育成推進会議審議まとめによると「外国語教育

を担当する教員等の資質・能力の向上無くしてグローバル人材の育成はおぼつかない」と指

摘されている。 
このような状況のもと，教員養成大学として社会からの期待に応えるには，教職基礎体力

を備え，かつ，国際感覚に優れた教員を養成することであり，そのためのプログラム開発は

重要，かつ，喫緊な事業である。 
文部科学省は，「教員の養成・研修における大学と教育委員会との連携が一層重要」であ

ることを強調しており，本学の考え方とも一致するものである。 
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１ 愛知教育大学における英語外部試験の取組 1 

愛知教育大学 小塚 良孝・田口 達也・浜崎 通世 

 
1. はじめに 

2011 年度から小学校外国語活動が本格実施となり，2020 年度からは英語が教科化される

ため，他の教員養成大学同様に英語力に関する質保証はここ数年本学の大きな課題であっ

た。そのため，2012 年度から TOEIC350 点を一部英語授業の単位認定要件とするととも

に，英語学習環境の改善（e-learning 設備の充実，英語サポートセンターの設置等）を図っ

ているところである。 
本節では，愛知教育大学の外部試験への取組として，主に TOEIC の活用状況とその成果，

課題を報告する。 
 
2. 外部試験活用の背景 

本学の英語関連授業は 2013 年度と 2017 年度に大きく変更された。2013 年度以前の入

学者用カリキュラムでは，英語関連共通科目は，四技能全般を扱う「英語Ⅰ」（1 年前期），

「英語Ⅱ」（1 年前期），「英語Ⅲ」（2 年前期），「英語Ⅳ」（2 年後期），コミュニケーション

に焦点を当てる「英語コミュニケーションⅠ」（1 年後期），「英語コミュニケーションⅡ」

（2 年前期）の計 6 科目があったが，2013 年度入学者からは，英語Ⅲ・Ⅳが廃止され，さ

らには，2017 年入学者からは，教員養成課程の学生については英語Ⅱもなくなった。 
その一方で， 2011 年度から小学校外国語活動が必修化され，2020 年度からは英語の教

科化が予定されている。こうした英語関係の授業では，学級担任が実施者の一人として規定

されているため（文部科学省，2008），小学校の教員免許を取得する者には一定程度の英語

力が必要となった。また，教科化に伴い，2016 年度から愛知県小学校教員採用試験で「小

学校英語特別選考」が始まり，TOEIC などの外部試験で一定以上のレベルをクリアしてい

る受験者 2 は，その実績が一次試験の成績に加味されるようになった。 
以上の学内外の状況から，本学学生は，TOEIC を始めとする外部試験で一定以上の水準

に達する必要性が増し，そのためには，授業内だけでなく，授業外での学習への取り組み方

がますます重要となっている。 
 
3. TOEIC に係る取組 

本学では 2005 年度から TOEIC を 1 年生，2 年生に実施してきた。当初はその結果が一

部成績に加味される程度の扱いであったが，上述のような学内外の状況を受け，2012 年度

入学者から TOEIC350 点を単位取得のために必須とするとともに，授業外学習支援のため

に，「英語学習なんでも相談室」（現「英語サポートセンター」）を開設し，さらに e-learning
を導入した。英語サポートセンターは，当初は利用者が少なかったが，徐々に存在が認知さ

れ，毎年改善を重ねてきたことにより，初年度は皆無であった利用者が，昨年度は延べ 457
名，今年度は 10 月末時点で延べ 438 名に達し，本学学生の英語学習において非常に重要な

位置を占めるまでとなった（この「英語サポートセンター」の運営状況については，第 3 章

2 で詳述する）。e-learning については，授業での活用，学生の自主学習での利用に加え，
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教職員にも開放し，研修の一環としても利用している。このように，TOEIC を軸として，

全学的に英語学習の雰囲気や文化の構築を目指しているところである。 
 
4. スコアの推移 

様々な対策を講じることで，2005 年以来実施している本学学生の TOEIC スコアは表 1
のように推移した。つまり，350 点を課し，授業外学習支援を本格に実施し始めた 2012 年

度から平均スコアが急上昇し，例年全国の大学 1 年生平均はもとより，大学生平均も上回

るようになり（表 2 参照），愛知県小学校教員採用試験特別選考の出願資格の一つである 500
点も大学全体として視野に入るまでになっている。 
 
表 1 愛知教育大学学生の TOEIC スコア（2005-2017） 

実施年度（月） 前期平均（内訳） 受験者数 後期平均（内訳） 受験者数 

2005 (4/3) 384.6 (L 222.9 R 160.6) 941 389.0 (L 215.4 R 173.6) 692 

2006 (4/1) 392.7 (L 228.8 R 163.9) 908 407.3 (L 232.9 R 174.4) 608 

2007 (7/12) 378.2 (L 210.3 R 167.9) 885 390.7 (L 218.7 R 172.0) 878 

2008 (7/12) 382.6 (L 205.7 R 176.8) 923 380.9 (L.206.9 R. 173.9) 833 

2009 (7/12) 393.6 (L210.6 R 183.0) 935 383.4 (L 213.8 R 169.7) 885 

2010 (7/12) 401.3 (L 220.6 R 180.7) 943 408.4 (L 228.3 R 180.2) 931 

2011 (7/12) 403.1 (L 220.3 R 182.8) 981 416.6 (L 229.8 R 186.8) 965 

2012 (7/12) 449.3 (L 245.0 R 204.4) 954 444.2 (L.249.2 R195.0) 948 

2013 (7) 460.6 (L 250.4 R 210.2) 957 実施せず  

2014 (7/12) 440.7 (L 238.6 R202.1) 938 449.0 (L 252.3 R 196.7) 940 

2015 (7/12) 455.1 (L 247.9 R 207.2) 936 446.0 (L 249.1 R 196.9) 922 

2016 (7/12) 450.3 (L 247.9 R 202.3 ) 944 440.0 (L 247.1 R 192.3) 897 

2017 (7) 469.2 (L 252.6 R 216.7) 920 未実施  

表注 1．L=Listening，R=Reading 
表注 2．2013 年後期はカリキュラム改変に伴い実施せず。 
表注 3．2012 年度までは 1 年次に 2 回，2013 年度入学者から 1 年前期と 2 年後期に各 1 回，という受

験日程となった。 
 
表 2 全国の大学生の TOEIC IP 平均スコア（2005-2016） 

 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 

全体 437 428 433 430 441 445 445 433 440 440 443 444 

1 年生 401 401 406 405 412 418 421 412 423 424 427 430 
（『TOEIC テスト Data and Analysis 2005-2016』に基づく） 

 
5. 外部試験活用状況 

TOEIC をはじめとする外部試験の結果は，上述のような一部の英語の授業の単位要件以

外にも，認定単位要件，海外研修・協定校への派遣留学の選抜時の参考資料としても活用し

ている。現在の認定単位の取得基準については，表 3 のとおりである。 
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表 3 現在の認定単位取得基準 
対象授業名（開講時期） TOEIC TOEFL 英検 

Paper Computer Internet 

英語Ⅰ （1 年前期） 600 500 170 60  

英語コミⅠ （1 年後期） 650 520 190 68  

英語コミⅡ （2 年前期） 700 540 210 76 準 1 級 

英語Ⅱ （2 年後期） 750 560 230 84  

 
また，上述のように 2016 年度の愛知県小学校教員採用試験から小学校英語特別選考が始

まったので，新入生ガイダンスなど機会を見てその旨周知し，外部試験に対する意識の向上

を図っている。 
 
6. まとめ 

以上，述べてきたように，社会的な（特に小学校教員の）英語力に対するニーズの変化に

対応すべく，本学学生の英語力をより高い水準で保証するために，外部試験を一部の授業の

単位要件やその他さまざまな基準として活用するとともに，授業外での学習支援体制を充

実させているところである。その成果は一定程度現れ始めているところであるが，より効果

的で有意義な支援策を今後も大学全体で追求する必要がある。 
 
注 
１ 本節は，HATO プロジェクトの支援に加え，2010 年-2013 年度「小学校英語を前提とした小・中・高で

の英語関連科目の連携を進める英語教員養成カリキュラムの開発と授業実践力を高めるための教育改革」，

2014-2015 年度に交付を受けた文部科学省特別経費により実施した研究「グローバル人材育成を主軸とし

た教員養成等プログラムの開発－海外教育実習，体験型教育及び，英語コミュニケーション能力と指導力

養成カリキュラムの構築－」などの支援を受けて実施した研究教育活動の成果の一部である。 

２ 出願資格は，TOEFL において，PBT470 点以上又は iBT52 点以上，TOEIC500 点以上， 実用英語技

能検定 1 級，準 1 級，又は 2 級のいずれかを取得していることである。 
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２ 愛知教育大学における外国語学習支援 

   －英語サポートセンターの取組－1 

愛知教育大学 稲垣 真由美・山田 美樹・長峯 貴幸・小塚 良孝 

 
1. 設置の経緯 

本学では 2012 年度より TOEIC350 点を英語授業の単位認定条件としたことから，英語

を苦手とする学生に対するサポートを目的とし，「英語学習なんでも相談室」（現「英語サポ

ートセンター」）を設置した。発足当初は英語力不振者のサポートが主であったが，利用者

の口コミと海外実習派遣業務に関わる学生たちの利用などにより利用者が増え続け，現在

では，英検取得や TOEIC でより高得点を目指す学生のサポートと同時に，留学希望や大学

院進学に関わる相談や学習サポートなども請け負うようになった。利用者の増加とともに

大学内での認知度も上がり，英語の苦手な学生も得意な学生も利用し，多様な英語学習，留

学相談に幅広く対応する場所として，英語サポートセンターが根付き始めている。 
 
2. 業務内容 

現在行っている英語サポートセンターの主な業務は以下の通りである。 
・全学生対象の英語学習に関する相談・啓発（TOEIC 対策・英会話・留学相談等） 
・英語に関する書籍・問題集・DVD の貸出・利用啓発・利用助言 
・オーストラリア教育実習プログラムの運営 
・（英語教員が関わる）短期国際交流プログラム実施支援 
・英語学習ソフト（e ラーニング）の運営・管理・利用啓発 
・英語Ⅰ，Ⅱにおいて TOEIC350 点に満たない学生の補習学習支援 
・英語Ⅰ，Ⅱにおいて TOEIC350 点に満たない学生に対する補習試験運営 

これらの業務は研究補佐員が教員や関係部署と相談しながら遂行するが，英語学習の指

導や留学相談に関しては学生チューターを配置している。学生チューターは，大学院生ある

いは留学経験者から選び，留学に必要とされる英語力や，資格試験に向けての勉強法などに

ついて具体的なアドバイスを行う。支援する側とされる側がともに学生であるので，同じ目

線に立ったきめ細やかなサポートを受けることが可能であり，学生チューターにとっても

教育指導力向上にもつながるなど，この支援体制のメリットは非常に大きい。 
 
3. 利用状況 

発足当初は基本的に事前予約制としていたが，学生が空き時間等に気軽に利用できるよ

うにするため，2014 年度より開室時間を平日の 10：30～16：00（通年）とし，その時間内

は常時相談等を受け付けている。利用者数の推移と相談内容の詳細は表 1，表 2 に示した通

りである。 
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表 1 利用者数の推移（図書・DVD の貸出人数(※1)は除く） 
 利用者数（延べ人数） 備 考 

2014 年度 218 名  

2015 年度 373 名  

2016 年度 457 名  

2017 年度 438 名 4 月～10 月までの集計 

 
表 2 利用内訳（2016 年度） 

利用の目的 利用者数（延べ人数） 

英語学習  120 名 

英会話 119 名 

相談 97 名 

英語補習関連  50 名 

その他（派遣留学，海外教育実習サポート等） 71 名 

図書・問題集・授業 DVD 貸出 (※1) 186 名 

 
表 1 に示したように，センター利用学生は年々増加している。利用学生数は，主に利用し

た学生からの「口コミ」で増えているようだが，その背景には，小学校英語の教科化や，セ

ンター試験の後継として民間英語語学試験（例：実用英語技能検定や TOEIC 等）が注目さ

れるなど，社会のニーズによって学生たちの中での英語学習への関心が高まり，その受け皿

として英語サポートセンターが大いに機能しているということがある。また，英語学習書

籍・資格試験問題集・デジタルアーカイブ（小中高や大学での授業実践を収録した DVD） 
などを充実させたことも利用者の増加につながった。 

利用学生には，初回来室時にカウンセリングシートを記入してもらうことで相談内容や

希望等をきめ細やかに把握し，定期的・継続的なサポートを希望する学生には，来室可能な

曜日・時限を提示してもらい，固定担当となるチューターを決定する。チューター1 人が担

当するコマに対し，受け持ち学生数は 1～5 名程度とし，学習者レベルもある程度揃えるこ

とで効率よく学習できるように努めている。 
また，問題集の貸し出しのために学生がセンターを訪れる際にも，学生たちの目指すとこ

ろや学習法などに関する聞き取りを行なっている。利用者が増えたことで，学生たちの生の

声をより多く集めることができ，より良いアドバイスをすることができてきている。 
 
4. 相談内容の傾向 
本学では 2012 年度から TOEIC IP の受験を「英語Ⅰ」「英語Ⅱ」受講の際に課しており，

350 点以上を取得することが授業単位の要件となっている。そのことから，本センターに来

室する学生の相談内容としては TOEIC に関する項目が最も多い。また，留学関係や就職に

関わる資格試験の相談も増加傾向にある。相談に際しては，学習困難を自覚していない学生

も多いため，学生との対話を重視している。以下に主な相談とサポートの内容を示す。 
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 TOEIC・英検などの資格試験に関する相談 
・初めて TOEIC を受験する 1 年生からの不安の声 
・就職活動や教員採用試験に向けて TOEIC で高得点を目指したい 

 
 
 
 
 
 
 留学に関する相談 
・今後海外留学を考えているが何をどのように準備すればよいのか 

 
 
 
 
 
 英語を話すことに関する相談 
・英語を話すことに抵抗がある 
・留学生と話せるようになりたい 
・留学からの帰国後，英語力を維持したい 

 
 
 
 
 その他の相談 
・大学院入試対策（英語論文読解，ライティング）をしたい 
・学会発表のため英語でのプレゼンの練習がしたい（英語専攻以外の教員からの要望に 

より実施） 
 
5. e ラーニングサポート 

2016 年後期より新たに導入した英語学習ソフト「ALC NetAcademy Next」のアカウン

ト登録，管理を行っている。本ソフトは，共通英語科目である「英語Ⅰ」「英語Ⅱ」を受講

する学生に提供されており，先述した TOEIC IP において 350 点に満たない学生への補習

課題としても使用されている。また職員研修の一つとしても取り入れ，学生のみならず事務

職員も利用できるようにしている。英語学習が苦手な，補習対象となった学生に対しては，

補習期間に合わせて「e ラーニング勉強会」を開催して英語学習支援を行なっている。学生

からは，スマートフォンやパソコン等で気軽に学習できる点や，スピーキング練習などが好

評であり，机上の学習よりも，英語学習に取り組みやすくなっているようだ。 
 
 

2017 年度より愛知県小学校教員採用試験で小学校は TOEIC500 点以上を取得して

いる際には成績に加味され，中高英語は TOEIC860 点で 2 次の英語面接が免除とな

っていることから教員採用試験や就職活動に有利となるため TOEIC のスコアアップ

を目指す。学生チューターによる個別指導や TOEIC 対策講座を適宜実施し学習の啓

発を行っている。 

近年，1 年の入学時から留学を視野に入れている学生が増え，留学に向けて必要な

英語力はどのくらいか，留学資金の準備方法など具体的なアドバイスが求められてい

る。そのため留学経験のある研究補佐員・学生チュータ―より適切なアドバイスを行

っている。 

卒業後の英語の必要性を感じ，大学在学中に英語を話せるようになりたいと考える

学生が増えていることから昼休みに「ランチ de 英会話」を定期的に実施し，気軽に英

語を話せる場を設けている。 
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6. 英会話「English Time! On Campus」 
2017 年 5 月に普段は英語サポートセンター内で行っている英会話の出張版として，学生

が空き時間等に利用することの多い建物（教育交流館）の 1 階で試験的に行った。本学外国

人教員，学生，協定大学からの留学生の計 11 人が参加し，小グループに分かれて自己紹介

し，時間で区切ってローテーションをし，英語での交流活動を行なった 。参加者からは，

普段学内で英語を使う場面が少ないことから「英語を使うことができた」，「また参加したい」

など好意的な意見が多かった。一方，英語サポートセンターが，学生にとっては比較的不便

な場所にあること，学内で英語を使う機会の少ないことなどの課題もこの取り組みを通し

て再認識された。 

    
 
7. TOEIC 対策セミナー 

2017 年 11 月に TOEIC 対策セミナーを 2 回開催した。この取り組みは 2 年生が 12 月に

授業の一環で TOEIC を受験することに合わせて行い，2 日間で 396 名の参加があった。セ

ミナーには，TOEIC 指導において全国的に活躍している 2 名の講師（TIPS English 
Qualifications 石井辰哉氏，開名学院 TOEIC/TOEFL 主任 宮崎尚一氏）を招き，本学

にて全学的に実施している TOEIC IP に先立った対策法や，TOEIC を活用した英語力向上

のための秘訣等を学生に講義した。本学では，TOEIC IP において先述の通り（第 4 項参

照）全学的な点数基準を設けており，セミナーには，その点数を取得することを第一目標と

していたり，それよりもさらに高い点数を目指していたりといった幅広い層からの学生が

参加し，熱心に受講していた。 
 
8. 今後の展望 

教員養成大学として多くの教員を輩出している本学では，全学的な英語力の底上げが急

務となっていることから，これまで以上に英語サポートセンターの機能の向上が求められ

ていくであろう。引き続き，英語学習環境を整え，学生に積極的な学習を促していきたい。

また，一方でここは英語を通じて人がつながる場であると感じている。英語サポートセンタ

ーが，得手不得手や人種に関わらず，目標を持った人が集まり情報交換を通じて刺激を受け，

お互いを高め合う，そうした交流の場となることをスタッフ一同願っている。 
 
注 
１ 本節は，HATO プロジェクトの支援に加え，2010 年-2013 年度「小学校英語を前提とした小・中・高で

の英語関連科目の連携を進める英語教員養成カリキュラムの開発と授業実践力を高めるための教育改革」，

2014-2015 年度に交付を受けた文部科学省特別経費により実施した研究「グローバル人材育成を主軸とし

た教員養成等プログラムの開発－海外教育実習，体験型教育及び，英語コミュニケーション能力と指導力
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養成カリキュラムの構築－」などの支援を受けて実施した研究教育活動の成果の一部である。 

 
参考文献・ウェブサイト 
愛知教育大学英語サポートセンターHP  URL http://www.aue-english.aichi-edu.ac.jp/ 
田口達也・小塚良孝・浜崎通世（編）（2016）『グローバル人材育成を目指した愛知教育大学の取り組み: 英

語力と学習意欲を 高める学習環境の充実に向けて』．名古屋：鳴海出版． 
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１ 東京学芸大学における外国語学習支援 

東京学芸大学 馬場 哲生 

 
1. はじめに 

東京学芸大学において特徴的な取り組みは，全学共通科目として設定されている「英語集

中演習 A・B・C・D」と，初等教育教員養成課程 (A 類) 英語選修と中等教育教員養成課程 
(B 類) 英語専攻とを対象とする「英語指導実践演習」である。英語科教育学分野教員の指導

のもとで行われている学生による自主ゼミ「ITC」と併せて，実践の概要を本稿で紹介する。 
 
2. 英語集中演習 A・B・C・D 

英語集中演習 A・B・C・D (各 2 単位) は，英語の授業を短期間に集中して実施すること

で学生が英語漬けになる環境を作る目的で作られた科目である。この科目は，毎年学部新 1
年生に配布する『スタディ・ガイド』において次のように紹介されている。 

文法や和訳はさんざん学んだけれど，英語を実際にある期間集中して使ってみる機会

がない，使ってみたくてうずうずしている，そんな人いますよね。そういう人たちに最

適なのがこの科目です。1 年分の演習を夏や秋の休暇中，1 週間から 10 日間集中して

行います。授業は少人数制で，内容は，英語の歌あり，ゲームあり，ディベート，ディ

スカッションあり，と盛りだくさんです。集中的に英語にどっぶり浸って，いつの間に

か英語に慣れてしまいましょう。文法や発音の間違いなんか気にする必要はちっとも

ありません。言いたいことを片言の英語でいいから相手に伝えましょう。このコースの

後には充実した達成感と心地良い疲労感があるはずです。「英語集中演習 A」は上級レ

ベル，「英語集中演習 B・C・D」は中級レベルです。 
各コースの定員は 15~20 名で，内容はコースによって異なるが，英語を使って様々な活動

を行う形式と，「日本語厳禁」というルールは全コースに共通している。 
中級レベルの英語集中演習における 1 日の時間割例を以下に紹介する。学生は昼食時間

も休憩時間も教室にとどまり，英語でコミュニケーションをすることが求められる。 
09:00-09:40 Warming up 
09:50-10:50 Song Transcription 
11:00-12:00 Loudspeaker 
12:00-12:45 Lunch time 
12:45-13:30 Rapid Reading  
13:30-15:00 Afternoon Activity (1) 
15:00-15:20 Break time 
15:20-16:50 Afternoon Activity (2) 
16:50-17:00 Wrap up  

Song Transcription においては，発音が明瞭で歌詞のストーリー性が高く，親しみやすい

メロディーの曲を取り上げて聞き取りを行うほか，集中授業期間中に何度も歌う機会が提

供される。その過程で学生たちは歌を自然と覚えていく。 
Loud Speaker は，シャドーイングとディクテーションを組み合わせた活動であり，1 人
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の学生がヘッドホンをつけて，初めて聞く英語の文章をシャドーイングし，他の学生はそれ

を書き取るというタスクを繰り返す。学生がシャドーイングで再生する英語音声は不完全

なことが多いが，書き取る学生は，音声・語彙・文法の知識や文脈情報などを総動員して，

聞こえない部分も含めて英語を再現することが求められる。 
Rapid Reading は速読訓練であるが，読んで理解するだけでなく，ペアワークの形で自

分の読んだ文章の内容をパートナーに伝え (retelling)，パートナーは聞いた内容をさらに

別の人に伝える (re-retelling) タスクなども盛り込んでいく。この過程を通して，「内容を

把握して人に伝える」という目的意識を持った読みができるとともに，文字で理解したイン

プットを音声でアウトプットすることによって，英語の発信力向上につなげていく。 
Afternoon Activity のスロットには様々な表現活動が入り，日を追うごとに，より発展的

で創造的な活動に移行していく。たとえば，Picture Description という活動においては，

バラバラにした 4 コマ漫画の絵を描写し，グループで絵を再構成してストーリーを組み立

て，さらにストーリーのその後の展開とエンディングを考えていく。Role Play では，単な

るスキットの上演にとどまらず，思考・判断・表現の工夫を要するタスクが盛り込まれる。

たとえば，ペアワークにおいて，1 人には「ペアの相手をデートに誘う」という指示が出さ

れ，パートナーには「デートの誘いを断る」という指示が出され，お互いの状況設定が明か

されていない中で役割を演じていく活動などがある。Video Shooting では，4～5 人のグル

ープで，ストーリー動画，ニュース番組，インタビュー番組などを作成する。 
 
3. 英語指導実践演習 

上記の英語集中演習は 15 名から 20 名程度の定員で実施されるが，ペアやグループで行

う活動が多いため，担当教員 1 人だけで参加者に十分なケアをすることはできない。そこ

で大活躍するのが Teaching Assistants (TA) である。上級生や大学院生が学部の授業を補

佐すること自体は珍しくないかもしれないが，集中演習の TA の大きな特色は，A 類英語選

修と B 類英語専攻の学生を対象とする「英語指導実践演習」という授業として位置付けら

れており，学生は集中演習の TA をすることで単位を修得することができることである。 
将来，英語教員を目指し，英語による授業運営の力が求められる A 類英語選修・B 類英

語専攻の学生たちにとって，タスクや教材を準備したり，実際に英語で授業運営を行う訓練

は欠かせない。英語の模擬授業は，「中等英語科教育法Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ」などの科目で行う

が，英語指導実践演習においては，「模擬」ではなく，担当教員の指導の下で，実際に学部

生に英語を指導する機会が集中的に与えられることが特徴である。授業においては，指示は

もちろんのこと，参加者に与えるヒント，学生のパフォーマンスに対するフィードバック等

をすべて英語で行わなければならず，自分が担当するグループの参加者の英語習熟度や雰

囲気に合わせて，英語表現の難易を臨機応変に調節することを求められる。 
TA は英語集中演習の期間中だけ参加するのではなく，早い時期から指導教員のもとでタ

スクや教材の準備をするため，さながら大学版の教育実習とも言える密度で，英語と英語指

導のトレーニングができる。TA の事前準備の例として，5 月から 7 月にかけて 1 人につき

週 1 回，合計 6～8 回程度の集中 TA トレーニングを実施しているケースがある。そこで

は，ベテラン TA がインストラクターになって新人 TA をサポートしながら，集中演習本

番に向けて準備をしていく。このように「先輩が後輩を育てる」「後輩は先輩から学ぶ」と
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いう機会があることも，英語指導実践演習の大きな利点である。英語集中演習の受講者が

TA にあこがれて「自分もいつかは TA になりたい」と思い，努力を重ねて TA デビューす

る，そして新米 TA が場数を踏むうちにスキルアップしていき，後輩の指導にあたるよう

になる。このサイクルによって「英語集中演習 A・B・C・D」と「英語指導実践演習」が成

り立っていると言える。 
 
4. ITC 

東京学芸大学は，学生による自主ゼミの形で開催される英語集中訓練プログラム ITC 
(Intensive Training Course) 発祥の大学でもある。ITC には，10 月と 3 月に 1 週間，合

宿形式で行うものと，6 月と 12 月の土日 2 日間，通学形式で行うものとがある。合宿形式

の ITC では，参加者は都会から離れた合宿所で朝起きてから夜寝るまで，日本語は一切禁

止で英語漬けの生活を行う。通いの ITC は Mini-ITC と呼ばれ，初めての人やまとまった

時間の取れない人でも気軽に ITC を経験できる場となっており，参加者数が 80 名以上に

及ぶことも珍しくない。 
ここでは合宿形式の ITC について述べる。これは 1981 年に金谷 憲氏によって始めら

れたもので，創始者の頭文字を関して KITC と呼ばれる。今日に至るまで 40 年近く続い

ている伝統あるイベントである。合宿の企画・運営はすべて学生 TA が行っており，TA は

合宿の 3 か月前からほぼ毎週 TA 会を開催し，セッション内容の検討や試行に基づく改善

を重ねている。そのノウハウは代々受け継がれ，発展してきている。 
KITC には，A 類英語選修・B 類英語専攻以外の学生も多数参加するため,その英語運用

能力には大きな幅がある。英語があまり得意でない参加者にも指示やヒント，フィードバッ

クなどが適切に伝わるようにするためには，TA は英語スピーキング能力を向上させること

に加え，自分の発する英語を学習者に合わせて調整する能力が求められる。この能力は，ま

さに学校現場において英語教員が英語で授業を進めていく際に必要な能力そのものである。

文法や題材の Oral Introduction，活動の指示やヒント，生徒のパフォーマンスへのフィー

ドバック，各種 Teacher Talk など，いずれも生徒に理解可能な英語でなければならない。

この能力を身に付けるために，KITC は最適の学習機会であると言える。 
かつて KITC に参加していた学生が大学教員となり,それぞれの勤務校で ITC を始め，多

くの参加者を得ている。現在，他大学の ITC として，埼玉大学の SITC，武蔵大学の MITC 
(English-JAM)，都留文科大学の TITC，茨城大学の English Camp などがある。各大学

の学生が相互の ITC に参加し合い，お互いを刺激し合う良い関係も生まれている。中・高

等学校の英語教員になった卒業生が，教員対象の ITC を始めた例もある。 
KITC は，自主ゼミであって授業ではないので単位にはならないし，大学院生が授業を補

佐する TA と違って謝金がもらえるわけでもない。指導教員のアドバイスを得ながら，ボラ

ンティアの学生 TA たちが常にスキルアップの努力を怠らず，企画・運営を進めていく，そ

の情熱は本物である。それが参加者に伝わり，次の TA が生まれていく。 
ときは今，小・中学校の新学習指導要領の公示に続き，高等学校の学習指導要領改訂案が

公開された。新学習指導要領の中核的なコンセプトは「主体的・対話的で深い学び」(アク

ティブ・ラーニング) であり，全ての教科において，①知識及び技能，②思考力，判断力，

表現力等，③学びに向かう力，人間性等，の 3 つを育むことが謳われている。KITC は，ま
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第４章 東京学芸大学における取組 
１ 外国語学習支援 

さに新学習指導要領の理念を体現する学びの営みであると言えるだろう。 
 
5. 終わりに 

毎週の授業はとても大事であるが，週 1～2 回の授業で外国語の能力を身に付けることに

は限界がある。学生が恒常的・自主的に外国語を学べる環境づくり，そして集中して外国語

漬けになる機会の提供が求められる。本稿で紹介した「英語集中演習 A・B・C・D」，「英語

指導実践演習」「ITC」は，その有力なソリューションであると言えるのではないか。 





第５章

北海道教育大学に
おける取組

１ 北海道教育大学の英語外部試験の
取組

２ 北海道教育大学における外国語学習
支援

３ 北海道教育大学における地域支援の
取組
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第５章 北海道教育大学における取組 
 

１ 北海道教育大学の英語外部試験の取組 

北海道教育大学 萬谷 隆一 

 
北海道教育大学では，英語力向上対策として TOEIC を指標として，教養英語等の科目に

おいて共通的に学期末成績に加味してきている（札幌校）。その結果，1 年生の教養英語（266
名）においては，4 月から 7 月にかけて全体で約 46 点，リスニングにおいて約 43 点の向

上が観察され，効果を上げていることが統計的にも示されている。また，質問紙調査におい

ても，「英語Ⅰの TOEIC 対策の授業に熱心に取り組んだ」，「TOEIC570 点以上を取得した

い」，「TOEIC の内容は自分の将来のために役立つ」といった声が多く聞かれ，情意面にお

いて，充実感や目的意識を感じたり，具体的目標を意識したりする傾向がみられた。今後と

も，英語力向上に向けて取り組みを進めていきたい。 
 
 
 

２ 北海道教育大学における外国語学習支援 

北海道教育大学 萬谷 隆一 

 
北海道教育大学では，英語教員免許状科目における e-learning を実施し，一定時間の履

修を促している（札幌校）。とりわけ TOEIC の点数が基準に達していない学生については，

補講を課しており，英語力向上が大学の授業外でも自学自習できるようなシステムを導入

している。 
補講に関しては，2 年生対象の英語教員免許状科目（中学校英語科教育法Ⅰ・英米文学概

論Ⅱ・英語学概論Ⅱ）において，所定の語学スコアを満たしていない受講生を対象に，e-
learning による演習を実施している。 
 
 
 

３ 北海道教育大学における地域支援の取組 

北海道教育大学 萬谷 隆一 

 
北海道教育大学は，特に小学校英語にかかわって，積極的に事業を行い，地域に貢献して

きた。 
まず文部科学省の履修証明制度にもとづく英語教育指導者資格認定講座（平成 25 年～27
年），中学校普通免許 2 種の英語免許の認定講習（平成 29・30 年度），小学校英語のための

SNS サイト運営，北海道教育委員会が主催する English camp 事業への学生ボランティア

派遣など，地域の英語教育のニーズに貢献している。 
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～ おわりに ～ 

 
急激な社会の状況において，社会の変革を担う人材育成，知的基盤の形成やイノベーショ

ンの創出など，「知の拠点」として，大学が，この国の発展に果たすべき役割は極めて大き

いという視点に基づき，日本が直面する課題や将来想定される状況をもとに，目指すべき社

会，求められる人材像・目指すべき新しい大学像を念頭に，平成 24 年，文部科学省は大学

改革の方向性を「大学改革実行プラン」としてとりまとめた。 
これを受けて，同年国立大学改革強化推進事業として，北海道教育大学［H］，愛知教育

大学［A］，東京学芸大学［T］，大阪教育大学［O］の連携による「－教員養成ルネッサンス・

HATO プロジェクト－」が採択され，その後 6 年間にわたり，4 大学が連携協力し，教員養

成の諸課題に積極的に対応することを目的として企画推進を続けてきた。4 大学それぞれに

教員養成開発連携センターを設置するとともに，「IR 部門」「研修・交流支援部門」「先導的

実践プログラム部門」を立ち上げ，4 大学が連携して具体的な活動を実施した。 
本報告書は，「教職基礎体力を備え国際感覚に優れた教員の養成充実に向けた改革プロジ

ェクト」の 6 年間にわたる成果を記述したものである。各大学の取り組みの背景と経緯・目

的・成果が具体的に記載されている。4 大学のそれぞれの独自の取り組みを実施するととも

に，TV 会議等を通じて意見交換を行いながら，目的遂行に向けて共通認識を高め，円滑な

意思疎通を行った。 
報告書には詳細が記載されているが，シンポジウム，講演会，報告会，イベント開催など

を通じて，学生，院生が実際にともに活躍・話し合う機会が得られた。また，府市教委より

広報等の協力を得て，地域への還元・普及に努め，アンケート等の結果より本事業の成果な

らびに多くの示唆が得られた。 
「大学改革実行プラン」は，大学改革実行期間を 3 つに区分し，PDCA サイクルを展開

することと設定されている。 
・ 平成 24 年度は，「改革始動期」として，国民的議論・先行的着手，必要な制度・仕組

みの検討 
・ 平成 25・26 年度は，「改革集中実行期」として，改革実行のための制度・仕組みの整

備，支援措置の実施 
・ 平成 27 年度～29 年度は，取組の評価・検証，改革の深化発展を実施し，改革の更な

る深化発展を行う。 
HATO 事業の 6 年間の取り組みは，この PDCA サイクルに基づいて行われてきたが，年

度を重ねるごとに 4 大学間の強靭なネットワークが構築され，今後の方向性と指針が確立

されたと言えよう。 
 

平成 30 年 3 月吉日 
 

教職基礎体力を備え国際感覚に優れた教員の 
養成充実に向けた改革プロジェクト責任者 

大阪教育大学 副学長・教授 吉田 晴世 
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